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平成30年度一般会計予算 p2
平成30年度主な新規事業 p3
定例会議案及び賛否 p4
臨時議会 p5
そこが聞きたい　一般質問 p6
委員会報告 p11
視察研修報告 p13
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３月定例会

鏡
消
防
署
氷
川
分
署
運
用
開
始

4
月
1
日
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●
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
運
営
主
体
が

氷
川
町
か
ら
熊
本
県
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
財
政
規
模
を

大
き
く
す
る
こ
と
で
運
営
上
の
リ
ス
ク
を
分
散
し
、
国
保
財
政
を

安
定
化
さ
せ
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
国
保
税
の
徴
収
や
手
続
き
の

た
め
の
窓
口
は
従
来
通
り
氷
川
町
が
行
う
。

　

こ
れ
ま
で
町
が
独
自
の
判
断
で
決
め
て
き
た
国
保
税
は
、
熊
本

県
が
市
町
村
毎
の
医
療
費
や
所
得
水
準
な
ど
を
基
に
目
安
を
示
し
、

そ
れ
を
参
考
に
町
が
決
め
る
方
式
と
な
る
。

　

ま
た
、
そ
の
目
安
と
な
る
も
の
の
一
つ
に
、
町
が
実
施
し
て
い

る
特
定
健
診
の
受
診
率
も
大
き
な
要
因
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
一
層

積
極
的
な
特
定
健
診
の
受
診
が
国
保
税
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
こ

と
と
な
る
。

（システム改修や対応の事務処理を経て、平成31年４月から）（システム改修や対応の事務処理を経て、平成31年４月から）（システム改修や対応の事務処理を経て、平成31年４月から）

子育て世代の医療費の負担軽減のため
　　　　　医療費助成対象者を18歳に引き上げ

　
平
成
30
年
第
2
回
定
例
会
を
3
月
7
日
か
ら
15
日
ま
で
開
き
ま
し
た
。
30
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め

執
行
部
提
出
議
案
34
件
・
同
意
案
4
件
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
議
案
を
可
決
・
同
意
し
た
。

可決

町 　 税 町が課税し徴収する税金

地方交付税 全国の市町村が同水準の行政事務を
行えるよう国から交付されるお金

国・県支出金 国や県からの補助金や委託金

町 　 債 町の借入金

繰　 越　 金 基金（町の貯金）取り崩しや他会計
から受け入れる資金

分担金及び
負 担 金

町の事業に対し利益を受ける人など
から徴収するお金

■町税の内訳
種　　　類 予　算　額

町民税 3億7,620万円

固定資産税 4億2,208万円

軽自動車税 4,214万円

町たばこ税 8,520万円

町税の合計 　9億2,562万円

平成30年度一般会計予算 自主財源　26.3％
依存財源　73.7％

町税
9億2,562万円

（13.5%）

繰入金
6億5,860万円

（9.6%）

国・県支出金
10億888万円
（14.7%）地方交付税

26億4,000万円
（38.6%）

町債
11億4,970万円

（16.8%）

地方消費税交付金
1億6,000万円

（2.4%）

地方譲与税 6,700万円（1.0%）

分担金及び
負担金
5,122万円
（0.8%）
使用料及び
手数料
8,449万円
（1.3%）
その他
7,422万円
（1.1%）

歳　入
68億3,734万円

その他交付金 1,760万円（0.2%）

※その他の内訳
諸収入　　2,513万円
繰越金　　3,268万円
財産収入　  641万円
寄附金　　1,000万円

町税
9億2,562万円

（13.5%）

繰入金
6億5,860万円

（9.6%）

国・県支出金
10億888万円
（14.7%）地方交付税

26億4,000万円
（38.6%）

町債
11億4,970万円

（16.8%）

地方消費税交付金
1億6,000万円

（2.4%）

地方譲与税 6,700万円（1.0%）

分担金及び
負担金
5,122万円
（0.8%）
使用料及び
手数料
8,449万円
（1.3%）
その他
7,422万円
（1.1%）

歳　入
68億3,734万円

その他交付金 1,760万円（0.2%）

※その他の内訳
諸収入　　2,513万円
繰越金　　3,268万円
財産収入　  641万円
寄附金　　1,000万円

68億3,734万円

■町民一人あたりの町税負担金

76,649円／年

民生費
14億3,170万円
（21.0%）

土木費
5億9,541万円
（8.7%）

衛生費
7億6,657万円
（11.2%）

消防費
8億7,078万円
（12.7%）

農林水産費
3億2,494万円
（4.8%）

議会費　6,851万円（1.0%）

商工費　1億780万円
　　　　（1.6%）

総務費
15億6,151万円
（22.8%）

　教育費
3億8,429万円
（5.6%）

公債費
7億2,283万円
（10.6%）

歳　出
68億3,734万円

予備費　300万円（0.0%）

●国民健康保険税
　一人当たり4,170円アップし、年額92,065円。
　葬祭費支給額3万円が2万円となる。

●介護保険料
　基準額で月額5,500円を1,500円アップし　7,000円とな
る。（保険料は3年間固定）

●氷川町奨学金貸与条例の見直し
　高校生等12万円から18万円に引き上げ
　大学生等30万円から36万円に引き上げ
　償還期間はこれまでの倍の期間となる。

●住宅用新エネルギー等導入促進事業補助
　施工業者は町外でも申請可能

●新村中塘公園供用開始
　4月1日から氷川町が管理する13番目の公園

国
保
運
営
主
体
が
町
か
ら
県
へ

条例改正に伴う見直し

平成30年度主な新規事業

内　容：役場駐車場と役場西側多目
的駐車場整備

事業費：1億5,000万円

内　容：学校空調設備整備工事実施
設計業務委託

事業費：約430万円

内　容：平成31年度病児・病院保
育事業実施施設整備補助

 　　　 （八代北部地域医療センターに設置）
事業費：約3,340万円

内　容：氷川町での暮らしを体験させ
るための移住体験住宅

　　　　（栫下水道住宅２棟を改修）
事業費：約820万円

内　容：下宮はまどん公園の土地購
入

事業費：約1,020万円

内　容：地域おこし協力隊30年10
月から２名採用

事業費：約200万円
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委 員 長　清田　一敏　　
　副委員長　木下　　厚　　

野生鳥獣による農作物被害額は28年度被害調査結果から県全体で
は減少しているが、八代地域では、1千万円以上増加して、本町で
も特産品の梨など被害が年々増加している。そのため鳥獣駆除調査
特別委員会を3月定例会で設置し、今後の対策を検討する。

鳥獣駆除調査特別委員会を設置

主な議案に対する議員の賛否
議案名議員名 西

尾
　
正
剛

　
　
　
　
議
員

木
下
　
　
厚

　
　
　
　
議
員

河
口
　
涼
一

　
　
　
　
議
員

清
田
　
一
敏

　
　
　
　
議
員

長
尾
憲
二
郎

　
　
　
　
議
員

吉
川
　
義
雄

　
　
　
　
議
員

上
田
　
俊
孝

　
　
　
　
議
員

三
浦
　
賢
治

　
　
　
副
議
長

米
村
　
　
洋

　
　
　
　
議
員

松
田
　
達
之

　
　
　
　
議
員

片
山
　
裕
治

　
　
　
　
議
員

上
田
　
健
一

　
　
　
　
議
長

条例一部改正11件　条例制定5件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －
報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －
国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －
平成29年度補正予算5件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成30年度一般会計特別会計予算3件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成30年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －
平成30年度介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －
その他4件　同意4件　発議1件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

〇は賛成、●は反対、－は、採決に加わっていません。

●
氷
川
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

反
対
：
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

で
の
答
申
で
は
、
熊
本
地
震
か

ら
の
再
建
・
復
興
の
中
、
報
酬

引
き
上
げ
は
時
期
尚
早
と
の
一

部
の
声
が
あ
っ
た
。
今
議
会
に

は
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
、
介

護
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
住
民
の
理
解
は

な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
と
判
断

す
る
。
し
ば
ら
く
辛
抱
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

賛
成
：
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興

に
は
、
町
長
の
対
応
も
早
く
、

復
興
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

町
長
三
役
は
、
も
っ
と
県
や
中

央
省
庁
に
働
き
か
け
る
行
動
が

必
要
で
あ
る
。

●
氷
川
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
反
対
：
こ
の
条
例
改
正
で
３
年

間
の
介
護
保
険
料
が
決
ま
る
。

基
準
額
で
は
月
額
１
，５
０
０

円
上
が
っ
て
、
７
，０
０
０
円

と
な
り
年
間
８
４
，０
０
０
円

と
な
る
。
激
変
緩
和
措
置
な
ど

研
究
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

賛
成
：
高
齢
化
が
進
み
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
利
用
料

は
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。
現

行
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
必
要

な
改
正
で
あ
る
。

●
氷
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

反
対
：
こ
の
条
例
改
正
で
国
保

税
は
引
き
上
げ
と
な
る
。
基
礎

課
税
額
が
54
万
円
か
ら
58
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
均
等
割
も

所
得
割
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

す
べ
て
の
人
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
仕
組
み
で
あ
る
。

賛
成
：
急
激
な
負
担
増
を
考
慮

し
た
保
険
税
と
の
説
明
を
受
け

た
が
、
医
療
費
の
増
加
傾
向
が

続
く
中
、
今
後
の
国
保
制
度
が

安
定
し
て
長
期
に
運
営
さ
れ
る

に
は
や
む
を
得
な
い
。

賛
成
：
他
の
自
治
体
の
上
げ
幅

と
比
べ
て
適
正
と
判
断
す
る
。

主
な
反
対
討
論
・
賛
成
討
論

建
設
事
業
費
予
算

 

　

約
４
億
８
千
万
円

　

八
代
地
域
の
い
ち
ご
栽
培
は
県
内
で
も

玉
名
地
区
と
並
ん
で
栽
培
面
積
が
大
き
く
、

県
内
の
主
要
産
地
と
な
っ
て
お
り
、
な
か

で
も
氷
川
町
は
多
く
の
農
家
が
い
ち
ご
を

栽
培
さ
れ
基
幹
作
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
個
々
の
い
ち
ご
農
家

は
、
集
出
荷
に
相
当
の
労
働
量
負
担
が
集

中
す
る
た
め
、
町
と
八
代
地
域
農
協
で
は
、

そ
の
対
策
の
検
討
を
行
っ
て
き
て
い
た
。

そ
こ
で
こ
の
度
、
八
代
地
域
農
協
が
事
業

主
体
と
な
り
、
い
ち
ご
の
集
出
荷
作
業
を

行
う
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備

し
、「
い
ち
ご
の
選
別
」「
パ
ッ
ク
詰
め
」

「
梱
包
」
等
一
部
（
又
は
全
部
）
を
委
託

す
る
こ
と
で
、
い
ち
ご
農
家
の
負
担
を
軽

減
し
、
出
荷
期
間
の
延
長
や
管
理
作
業
の

充
実
を
図
り
、
収
量
向
上
に
よ
り
安
定
し

た
産
地
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

整
備
さ
れ
る
場
所
は
、
鹿
島
の
「
い
ち

ご
集
荷
所
」
事
務
所
に
建
設
さ
れ
る
計
画

で
あ
る
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

生
産
者
が
出
荷
し
た
い
ち
ご
を
荷
受
け
し
、

選
別
、
パ
ッ
ク
詰
め
等
パ
ー
ト
の
人
に
よ

り
ラ
イ
ン
で
出
荷
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

　

予
算
事
業
費
は
約
４
億
８
千
万
円
で
熊

本
県
か
ら
の
補
助
は
約
２
億
２
千
万
、
残

り
は
事
業
主
体
の
八
代
地
域
農
協
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
。

い
ち
ご
の
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ

ウ
ス
導
入
予
算
も
可
決

　

こ
の
補
正
予
算
に
併
せ
て
「
い
ち
ご
の

低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
」
の
導
入
予
算

も
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
は
い
ち
ご
生
産
組

織
が
事
業
主
体
と
な
り
、
低
コ
ス
ト
耐
候

性
ハ
ウ
ス
と
暖
房
機
や
Ｃ
Ｏ
２
発
生
装
置

を
導
入
す
る
こ
と
で
収
量
増
加
を
図
り
、

安
定
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
も
の
。

　

予
算
事
業
費
は
、
約
６
億
５
千
万
円
で
、

熊
本
県
か
ら
の
補
助
金
は
約
３
億
３
百
万

円
、
残
り
は
事
業
主
体
の
負
担
と
な
る
。

二
つ
の
事
業
は
平
成
30
年
度
内
に
整
備
さ

れ
る
。

レ
タ
ス
農
家
の
経
営
強
化
支
援

事
業
も
可
決

　

ま
た
、
若
洲
地
区
の
レ
タ
ス
農
家
が
事

業
主
体
と
な
り
、
高
品
質
と
安
定
供
給
に

よ
り
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
大
を
図
る
た
め

に
、
農
業
機
械
と
生
産
資
材
を
導
入
す
る

た
め
の
予
算
も
提
案
可
決
し
た
。

　

予
算
事
業
費
は
、
約
４
千
２
百
万
円
で

熊
本
県
か
ら
の
補
助
が
１
千
９
百
万
円
、

残
額
は
事
業
主
体
の
負
担
と
な
る
。

作業風景

鹿による被害

臨

時

議

会平
成
30
年
2
月
1
日

い
ち
ご
の
集
出
荷
貯
蔵
施
設
（
い
ち
ご
パ
ッ
ケ
ー
ジ

セ
ン
タ
ー
）
事
業
予
算
が
可
決
成
立

３月議会終了後ＪＡやつしろより説明を受ける

同意案件は、氷川町農業委員会委員14名の任命と平逸郎副町長、太田篤洋教育長が再任、監査委員は新たに島田博行さん
が任命され同意した。
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一般質問

放
置
状
態
で
あ
る
が
有
効
利
用

で
き
な
い
か
。
敷
地
面
積
が
狭

い
た
め
災
害
の
際
の
仮
置
き
場

も
必
要
。

議
員　

施
設
を
作
る
に
は
、
周
辺

用
地
を
買
収
し
て
大
規
模
な
施

設
を
作
る
の
が
望
ま
し
い
。

　

熊
本
地
震
災
害
で
災
害
廃
棄

物
の
仮
置
き
場
が
大
変
混
乱
し

公
費
解
体
が
遅
れ
た
。
今
後
、
台

風
や
地
震
等
の
想
定
外
の
災
害

が
い
つ
く
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
仮
置
き
場
の
確
保
は
重
要
な

課
題
だ
。
そ
の
際
の
併
設
で
の
考

え
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

熊
本
地
震
で

南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
仮
設
住
宅

が
建
設
さ
れ
た
た
め
、
グ
ラ
ウ
ド

ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
場

所
が
な
く
な
り
代
替
地
を
求
め

る
要
望
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
、
副
町
長
を
委
員
長

と
し
、
企
画
財
政
、
建
設
下
水
道
、

生
涯
学
習
課
長
の
４
名
で
代
替
地

を
含
め
総
合
的
に
多
目
的
整
備
計

画
の
検
討
を
行
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
災
害
ご
み
の
仮
置
き

場
や
避
難
所
と
し
て
使
用
で
き
る

場
所
、
面
積
が
１
万
㎡
確
保
で
き

る
場
所
等
、
土
地
の
条
件
や
財
政

面
を
検
討
し
た
結
果
、
総
合
的
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
野
津
火

葬
場
跡
地
を
選
定
し
た
。

　

平
成
27
年
の
台
風
災
害
で
は
、

ご
み
の
仮
置
き
場
に
５
千
㎡
の
場

所
が
使
用
さ
れ
、
熊
本
地
震
で
は
、

１
万
㎡
を
借
用
し
た
。

　

通
常
は
、
運
動
広
場
と
し
て
利

用
し
、
災
害
時
に
は
災
害
ご
み
の

仮
置
き
場
と
し
て
利
用
で
き
る
計

画
だ
。

火
葬
場
の
跡
地
概
念
を
ど
う
す

る
か

議
員　

施
設
の
建
設
予
定
地
が
火

葬
場
の
跡
地
概
念
が
住
民
に
あ
る

が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る

た
め
、
癒
し
と
健
康
維
持
の
た
め

の
場
所
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

生
涯
学
習
課
長　

平
成
30
年
度
か

ら
小
学
校
の
部
活
動
が
社
会
体
育

に
移
行
し
、
小
学
生
を
対
象
に
し

た
ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

社
会
人
の
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
休

日
利
用
者
の
重
複
緩
和
に
つ
な
が

り
、
地
域
の
活
力
や
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
健
全
育
成
に
も
な
る
。

　

Ｊ
Ｒ
線
路
に
近
く
、
Ｓ
Ｌ
が
運

行
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
プ
レ

イ
中
に
見
学
で
き
る
。

　

今
後
相
応
し
い
活
用
が
で
き
る

よ
う
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
体
育

協
会
の
役
員
と
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

当
初
予
算
に
調
査
費
と
し

て
、
46
万
７
千
円
が
組
ま
れ
て
い

る
が
、
野
津
火
葬
場
跡
地
の
多
目

的
広
場
の
調
査
費
か
。

生
涯
学
習
課
長　

周
辺
用
地
の
不

動
産
鑑
定
評
価
委
託
料
と
し
て
計

上
し
て
い
る
。

町
長　

野
津
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
今
建
設

し
て
い
る
仮
設
住

宅
は
、
今
後
も
あ

の
状
態
で
使
っ
て

い
き
た
い
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
な
く

な
っ
た
た
め
検
討

委
員
会
を
立
ち
上

げ
そ
の
結
果
、
総

合
的
に
判
断
し
野

津
火
葬
場
跡
地
に

総
合
的
な
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作

り
た
い
。
い
ざ
と

い
う
と
き
は
被
災

ご
み
の
仮
置
き
場

と
し
た
い
。
計
画

に
沿
い
早
期
の
完

成
を
目
指
し
た
い
。

地
震
か
ら
の
復
興
状
況
と
今
後

の
支
援
策
は

議
員　

県
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

仮
設
入
居
者
の
自
力
再
建
は
半
数

が
19
年
以
降
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
町
の
被
災
者
か
ら
も
「
時
間
だ

け
が
過
ぎ
再
建
の
目
途
が
つ
い
て

い
な
い
。」
と
聞
く
と
再
建
は
厳

し
い
と
感
じ
る
。
復
興
を
進
め
る

た
め
に
は
、
住
ま
い
の
確
保
が
何

よ
り
も
大
事
で
あ
る
。
復
興
状
況

と
住
ま
い
の
再
建
支
援
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

本
町
で
は
、
震
災
被
害
の
住
宅

改
修
に
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
の
適
用
が
あ
る
。
こ
う
し
た

独
自
の
支
援
策
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

復
興
状
況
は
、

応
急
修
理
を
伴
う
住
宅
再
建
が
95

件
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事

業
活
用
2
6
1
件
、
住
宅
建
設
及

び
購
入
に
よ
る
自
力
再
建
が
58
件

で
あ
る
。

　

県
は
、
仮
設
住
宅
入
居
者
に
対

し
、
昨
年
調
査
を
行
っ
た
が
、
自

力
再
建
が
42
件
、
民
間
賃
貸
住
宅

9
件
、
公
営
住
宅
7
件
、
そ
の
他

4
件
、
未
定
7
件
、
供
用
期
間
延

長
を
希
望
す
る
者
が
、
44
件
で

あ
っ
た
。

　

今
後
の
支
援
策
と
し
て
は
、
県

の
復
興
基
金
事
業
に
よ
り
、
仮
設

住
宅
か
ら
民
間
賃
貸
住
宅
や
公
営

住
宅
へ
の
移
転
費
用
の
助
成
や
、

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
費
用
の

助
成
に
取
り
組
む
。

　

町
内
3
か
所
の
建
設
型
仮
設
住

宅
を
県
か
ら
も
ら
い
受
け
、
家
賃

負
担
の
少
な
い
恒
久
的
な
住
ま
い

の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
の
入
居
者
に

は
供
用
期
間
の
延
長
も
考
慮
し
、

再
建
で
き
る
よ
う
支
援
に
取
り
組

む
。

議
員　

住
宅
再
建
の
目
途
が
た
た

な
い
入
居
者
や
入
居
延
長
を
希
望

す
る
人
が
い
る
。
個
別
に
対
処
し

て
頂
き
た
い
。
そ
れ
が
町
長
の
い

う
「
寄
り
添
う
」
気
持
ち
で
は
な

い
か
。

国
民
健
康
保
険
税
は
払
え
る
保

険
税
に
す
べ
き
で
は

議
員　

国
保
税
が
高
い
と
聞
く
し

高
い
と
思
う
。
国
保
税
が
高
い
た

め
滞
納
す
る
人
も
増
え
て
い
る
。

国
保
税
が
払
え
な
い
と
短
期
保
険

証
か
資
格
証
明
書
を
発
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
滞
納
し
て
保
険
証

を
も
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
。
本

町
の
現
状
は
ど
う
か
。

　

今
年
度
の
国
保
税
が
高
く
な
る

と
各
自
治
体
の
試
算
が
報
道
さ
れ

て
い
る
が
本
町
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　

28
年
度
決
算
で

の
国
保
税
滞
納
額
は
、
約

6,
6
0
9
万
円
で
あ
る
。
被
保

険
者
の
各
世
帯
の
税
負
担
力
に
応

じ
た
国
保
税
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
国
保
体
制
が
今
年
度
か
ら
県

が
財
政
運
営
の
主
体
と
な
る
。
県

が
示
す
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に

し
て
町
が
保
険
税
率
算
定
方
式
を

決
定
し
保
険
税
を
徴
収
す
る
。
本

町
で
は
、
算
定
方
式
、
保
険
税
率

の
改
正
等
を
踏
ま
え
、
急
激
な
負

担
増
を
回
避
し
、
年
間
一
人
当
た

り
9
万
6,
2
3
5
円
と
見
込
ん

だ
。

議
員　

厚
労
省
資
料
に
よ
る
と
、

国
保
加
入
世
帯
の
所
得
で
1
0
0

万
円
以
下
が
5
6.
6
%
を
占
め

る
。
ま
た
、
所
得
と
は
別
に
均
等

割
が
あ
る
。
払
え
る
か
ど
う
か
の

観
点
か
ら
保
険
税
の
試
算
が
さ
れ

て
い
な
い
。
法
定
外
繰
入
を
し
て

保
険
税
を
抑
え
る
努
力
を
し
て
き

た
が
、
今
後
は
ど
う
す
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　

財
源
補
填
と
し

て
の
法
定
外
繰
入
は
計
画
を
立
て

て
順
次
削
減
を
し
て
い
く
。

議
員　
「
試
算
」
を
平
成
28
年
度

と
比
較
す
る
と
1
世
帯
当
た
り
1

万
5
千
円
、
一
人
当
た
り
9
千
円

ほ
ど
高
く
な
る
。
法
定
外
繰
入
も

含
め
保
険
税
を
抑
え
る
工
夫
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一般質問

三浦　賢治
議員

Ｑ：野津火葬場跡地を整備できな
いか。

Ａ：多目的広場として整備計画
を進め早い完成を目指す。

吉川　義雄
議員

Ｑ：熊本地震からの復興状況と支援策はどうか。
Ａ：自力再建に向け個々の支援に取り組む。
Ｑ：国民健康保険税は払える保険税にすべき。
Ａ：急激な負担増を回避した保険税で見込んだ。

そ
こ
が
　
き
た
い

聞
一
般
質
問

５
議
員
立
つ
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一般質問 一般質問

減
反
政
策
に
は
需
要
に
応
じ
た

生
産
で
取
り
組
む

議
員　

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
て
き
た
減
反
政
策
が
抜
本
的

に
見
直
さ
れ
る
。
米
の
需
給
調
整

へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
業
振
興
課
長　

こ
れ
ま
で
の
行

政
か
ら
の
米
生
産
数
量
目
標
配
分

が
な
く
な
り
、
生
産
目
安
が
各
地

域
に
示
さ
れ
需
要
に
応
じ
た
生
産

を
行
う
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
米

の
所
得
を
保
証
す
る
直
接
払
い
交

付
金
が
廃
止
さ
れ
る
が
、
転
作
作

物
の
交
付
金
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
。

国
県
の
情
報
を
得
な
が
ら
町
農
業

再
生
協
議
会
に
諮
り
、
需
要
に
応

じ
た
生
産
を
行
い
た
い
。

議
員　

強
制
力
が
な
い
た
め
、
作

付
け
過
剰
の
恐
れ
は
な
い
か
。

農
業
振
興
課
長　

こ
こ
数
年
、
生

産
数
量
目
標
よ
り
作
付
け
実
績
が

少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

今
後
も
農
業
再
生
協
議
会
で
需

要
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

法
人
化
へ
の
取
組
み
を
進
め
る

議
員　

氷
川
町
で
も
農
家
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
も
一
層
進
み
つ

つ
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
か
れ
る

か
。

農
業
振
興
課
長　

農
業
全
体
に
言

え
る
が
、
規
模
が
小
さ
く
経
営
の

効
率
化
が
難
し
い
農
家
も
あ
る
。

加
え
て
、
農
村
の
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
が
進
ん
で
い
る
。
農
業
振

興
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
農
業
の

組
織
化
と
し
て
の
集
落
営
農
を
進

め
法
人
化
へ
の
取
り
組
み
が
あ
る
。

集
落
営
農
を
進
め
農
事
組
合
法
人

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
農

家
で
使
用
し
て
い
た
農
業
機
械
や

施
設
を
共
同
化
し
、
農
地
の
集
積
、

集
約
に
よ
る
効
率
化
が
図
れ
、
耕

作
放
棄
地
の
受
け
皿
、
集
落
の
活

性
化
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
農
業
振
興
の
有
効
な

方
策
と
し
て
農
業
の
組
織
化
を
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員　

集
落
は
大
き
な
農
家
が
一

戸
か
二
戸
で
集
落
を
維
持
す
る
と

い
っ
て
も
う
ま
く
機
能
す
る
も
の

で
は
な
く
や
は
り
あ
る
一
定
の
農

家
の
数
が
必
要
だ
と
思
う
。
高
齢

化
や
兼
業
化
の
現
実
を
考
え
た
場

合
、
農
家
同
士
が
支
え
合
う
組
織

型
農
業
の
方
向
に
舵
を
切
る
の
が

一
番
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
地
域
別
や
校
区
別

の
き
め
細
や
か
な
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
と
思
う
。

工
業
用
水
を
農
業
用
水
に
廻
せ

な
い
か
。

議
員　

宮
原
地
区
で
は
近
年
、
時

期
に
よ
り
農
業
用
水
が
逼
迫
す
る

こ
と
が
あ
る
。
水
田
農
業
に
と
り

水
は
生
命
線
で
あ
る
が
農
業
用
水

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
る
か
。

農
地
整
備
課
長　

氷
川
は
県
か
ら

の
水
利
権
の
許
可
を
得
て
使
用
し
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
34
年
３

月
ま
で
の
10
年
更
新
と
な
っ
て
い

る
。
取
水
量
は
、
受
益
面
積
や
作

物
の
栽
培
時
期
等
に
よ
り
県
で
定

め
ら
れ
、
氷
川
下
流
土
地
改
良
区

連
合
で
管
理
運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
。
水
量
に
関
し
て
は
ど
の
幹
線

も
相
応
の
量
が
必
要
に
な
る
。
圃

場
の
区
画
整
地
や
農
道
、
用
排
水

路
の
整
備
事
業
も
検
討
し
て
い
る

が
、
県
に
よ
る
氷
川
左
岸
地
区
単

県
農
業
農
村
整
備
の
基
礎
調
査
の

結
果
、
改
善
さ
れ
る
内
容
が
あ
る

反
面
、
逆
の
部
分
も
あ
る
。

議
員　

取
水
量
確
保
の
有
効
な
対

策
は
な
い
か
。

農
地
整
備
課
長　

取
水
量
に
つ
い

て
は
、
水
利
権
の
条
件
で
取
水
し

排
水
さ
れ
て
い
る
。
渇
水
対
策
に

つ
い
て
は
、
氷
川
土
地
改
良
区
内

の
用
配
水
調
整
委
員
会
に
よ
っ
て
、

状
況
に
応
じ
た
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
よ
り
自
主
的
節
水
か
ら
交
互
減

圧
ま
で
段
階
的
に
対
応
が
な
さ
れ

て
い
る
。

議
員　

八
代
の
工
業
用
水
が
使
わ

れ
ず
に
余
っ
て
い
る
と
聞
く
。
一

部
用
水
に
転
用
し
て
分
水
す
る
こ

と
の
働
き
か
け
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

球
磨
川
用
水
で
は
再
整
備

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
、
球

磨
川
用
水
の
排
水
を
活
用
で
き
な

い
か
問
合
せ
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
際
、
農
政
局
回
答
は
構
わ
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
排
水

は
水
質
が
全
く
異
な
る
た
め
農
業

用
水
と
し
て
使
う
こ
と
は
得
策
で

は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
実
現

に
向
け
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

で
あ
る
。

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

議
員　

特
定
空
き
家
と
そ
の
他
の

空
き
や
の
数
量
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。

総
務
振
興
課
長　

空
き
家
の
数
の

把
握
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
平
成

25
年
か
ら
で
、
区
長
さ
ん
へ
の
依

頼
、
㈱
ゼ
ン
リ
ン
へ
の
空
き
家
調

査
の
業
務
委
託
、
担
当
職
員
に
よ

る
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
１
８

２
件
ほ
ど
の
空
き
家
を
確
認
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
特
定
空
き
家
で
、

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
を
35
件

ほ
ど
把
握
し
て
い
る
。

議
員　

１
８
２
件
ほ
ど
の
空
き
家

を
確
認
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が

空
き
家
率
は
ど
う
な
る
か
。

総
務
振
興
課
長　

世
帯
数
を
も
と

に
算
出
し
ま
す
と
3.
8
％
に
な

る
か
と
思
う
。

議
員　

空
き
家
が
増
え
て
い
く
と

環
境
が
悪
化
す
る
。
治
安
に
衛
生

と
か
防
災
に
関
係
し
て
く
る
。
例

え
ば
、
庭
木
が
生
い
茂
っ
て
道
路

に
は
み
出
し
て
子
ど
も
の
通
学
に

支
障
を
き
た
す
と
か
心
配
す
る
。

さ
ら
に
、
ま
た
景
観
を
悪
く
し
て
、

近
隣
の
不
動
産
の
価
格
評
価
ま
で

下
げ
る
要
因
と
な
る
と
危
惧
を
す

る
。
そ
こ
で
、
有
効
活
用
促
進
し

て
住
宅
・
介
護
施
設
・
保
育
施

設
・
飲
食
店
・
事
務
所
等
い
ろ
い

ろ
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

活
用
を
促
進
し
て
、
移
住
定
住
、

Ｕ
タ
ー
ン
の
推
進
に
資
す
る
の
で

は
な
い
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
扱
い
実

績
に
つ
い
て
は

総
務
振
興
課
長　

空
き
家
バ
ン
ク

制
度
は
平
成
26
年
10
月
よ
り
実
施

し
て
お
り
、
利
用
登
録
数
は
、
現

在
累
計
で
、
27
件
、
賃
貸
借
契
約

の
成
立
等
で
、
15
件
の
登
録
数
。

又
、
貸
し
た
い
と
い
う
登
録
は
、

累
計
18
件
で
、
同
じ
く
現
在
の
登

録
実
数
は
、
４
件
。
入
居
の
実
績

は
９
件
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を

す
る
と
各
種
の
補
助
が
あ
る
よ
う

だ
が
。

総
務
振
興
課
長　

空
き
家
を
貸
し

出
す
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し

対
象
経
費
の
２
分
の
１
で
上
限
百

万
円
、
町
外
か
ら
引
っ
越
し
て
空

き
家
に
住
ま
わ
れ
る
と
２
分
の
１

10
万
円
の
補
助
を
設
け
て
い
る
。

28
年
度
で
家
財
撤
去
２
件
20
万
円
、

リ
フ
ォ
ー
ム
１
件
１
０
０
万
円
の

実
績
で
あ
る
。

議
員　

さ
ら
な
る
登
録
や
利
用
が

進
む
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

又
、
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
３
点

ほ
ど
考
え
ら
れ
る
。
お
墓
ま
い
り

や
、
盆
、
正
月
の
一
時
帰
省
に
使

用
し
た
い
。
次
に
、
家
財
道
具
や
、

仏
壇
な
ど
撤
去
し
ず
ら
い
。
そ
し

て
、
第
三
者
に
貸
す
こ
と
に
抵
抗

感
が
あ
る
。
以
上
３
点
が
主
な
理

由
か
と
思
う
。
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
す
る
と
有
利
な
補
助
金
が
有

る
。
こ
う
い
う
活
用
が
望
め
ま
す

よ
と
私
達
も
周
り
の
方
に
Ｐ
Ｒ
し

て
紹
介
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
を
す
る
。
全
国
的
に
空
き

家
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
で
一
人
暮
ら
し
、
二

人
暮
ら
し
で
施
設
等
に
入
居
さ
れ

る
と
待
っ
た
な
し
の
状
況
か
と
思

わ
れ
る
。
町
長
の
ご
所
感
を
お
願

い
す
る
。

町
長　

皆
様
に
多
く
そ
の
内
容
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
て
大
い
に
活

用
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

普
及
し
て
い
く
た
め
に
つ
な
い
で

い
た
だ
く
人
が
必
要
に
な
る
。
関

係
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

私
も
同
感
で
大
変
意
を
強

く
し
た
。
国
土
交
通
省
で
建
築
基

準
法
を
改
め
る
方
針
を
決
め
た
と

聞
い
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
出
て
き

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
し
っ
か
り

勉
強
し
な
が
ら
住
み
よ
い
町
に
な

れ
ば
良
い
な
と
思
う
。

清田　一敏
議員

河口　涼一
議員

Ｑ：空き家を活用した移住・定住の促進について。
Ａ：空き家バンクの登録で各種の補助金制度
を利用して頂きたい。

Ｑ：農業用水が逼迫する時期があるがその対応は。
Ａ：県による調べで改善されることも逆にある。

Ｑ：米の需給調整及び農業振興対応策はあるか。
Ａ：需要に応じた米生産。法人化での振興を図る。

空き家バンクに関する補助金
空き家改修費
補助金

対象経費（10万円以上のものに限る。）の1/2以内
とし、100万円を限度額とする。

空き家家財撤
去費補助金 対象経費の1/2以内とし、10万円を限度額とす る。

空き家引越し
費補助金

対象経費の1/2以内とし、10万円を限度額とする。
（町外からの引越しに限る）

新築住宅建築
支援補助金

・新築住宅建設完了後の最初の課税から3年間
・新築住宅に係る土地家屋に対して賦課される固定
資産税相当額の2分の1以内として、1軒につき
10万円を上限とする。

※それぞれ条件があります。
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一般質問

議
員　

熊
本
市
や
宇
土
市
な
ど
県

内
11
の
激
甚
災
害
市
町
村
で
は
、

す
で
に
災
害
復
興
住
宅
の
建
設
工

事
の
着
手
や
設
計
に
入
っ
て
い
る
。

氷
川
町
は
、
災
害
規
模
か
ら
一
般

災
害
地
域
だ
が
、
県
内
で
は
一
般

災
害
地
域
の
町
が
災
害
復
興
住
宅

の
設
計
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
災
害
復
興
住
宅
を
整
備

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
一
般
災
害

で
も
国
か
ら
の
補
助
が
66
％
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
補
助
裏
も
災
害

復
旧
事
業
債
な
ど
使
え
る
な
ら
ば
、

起
債
の
充
当
率
や
交
付
税
措
置
も

有
利
に
使
え
る
は
ず
。

　

さ
ら
に
、
整
備
手
段
も
都
市
再

生
機
構
が
建
設
し
て
自
治
体
が
買

い
取
る
や
り
方
や
熊
本
県
と
の
協

定
に
よ
り
自
治
体
に
代
わ
っ
て
建

設
し
て
引
き
渡
す
や
り
方
も
あ
る
。

財
政
的
に
も
職
員
の
人
的
に
も
有

利
に
災
害
復
興
住
宅
の
建
設
に
取

り
組
め
る
は
ず
で
あ
る
。

　

猶
予
は
な
い
と
思
う
が
、
将
来

は
一
般
公
営
住
宅
へ
と
い
う
の
も

見
据
え
て
、
人
口
維
持
政
策
の
一

環
と
し
て
建
設
を
考
え
た
ら
ど
う

か
。

建
設
下
水
道
課
長　

災
害
公
営
住

宅
整
備
計
画
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

予
定
は
な
い
。

 

氷
川
町
で
は
熊
本
地
震
に
よ
る

滅
失
戸
数
が
30
％
で
あ
る
た
め
、

建
設
可
能
戸
数
は
12
戸
で
あ
る
。

補
助
額
は
1
戸
当
た
り
の
補
助
基

準
額
は
1
，2
9
5
万
円
で
補
助

率
は
3
分
の
2
で
あ
る
。

　

自
宅
再
建
の
見
通
し
が
立
た
な

い
と
思
わ
れ
る
被
災
者
に
は
、
高

齢
者
や
所
得
面
で
厳
し
い
方
が
い

る
た
め
家
賃
が
高
額
に
な
る
と
、

生
活
費
に
影
響
が
出
る
と
判
断
さ

れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
自
宅
再
建
の
見
通

し
が
厳
し
い
方
の
数
を
把
握
し
検

討
し
た
結
果
、
災
害
復
興
住
宅
の

整
備
計
画
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し

た
。

　

こ
の
木
造
仮
設
住
宅
（
建
設
型

応
急
住
宅
）
を
県
か
ら
譲
り
受
け

て
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
熊
本
地

震
復
興
基
金
を
活
用
し
て
耐
久
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
改
修
を
行

い
、
被
災
者
の
た
め
に
最
大
限
活

用
し
た
い
。

議
員　

一
般
の
町
営
住
宅
建
設
よ

り
財
政
面
で
有
利
で
あ
る
。
こ
の

10
年
で
1
，7
0
0
人
の
人
口
減

少
と
な
っ
た
。
昨
年
の
1
年
間
で

1
8
5
人
の
減
少
だ
。
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
医
療
費
補
助
な
ど
他

の
自
治
体
よ
り
恵
ま
れ
た
施
策
を

打
っ
て
い
て
も
町
内
に
賃
貸
物
件

は
な
い
。
人
口
維
持
の
観
点
か
ら
、

こ
う
し
た
公
営
住
宅
の
建
設
の
有

利
性
も
視
野
に
入
れ
た
施
策
も
必

要
と
思
う
。

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
と

見
込
ま
れ
る
世
帯
数
は
26
件

議
員　

熊
本
県
は
、
昨
年
11
月
に

自
立
再
建
の
意
向
調
査
を
実
施
し

た
が
、
並
行
し
て
11
月
20
日
か
ら

氷
川
町
で
利
子
補
給
事
業
や
リ

バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
の
再
建
支
援

制
度
等
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

る
。
相
談
件
数
が
あ
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
自
立
再
建
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
26
世
帯
の
罹
災
者

は
、
1
年
間
の
延
長
の
ち
に
県
か

ら
の
譲
り
受
け
後
の
応
急
仮
設
住

宅
に
入
居
が
で
き
る
の
か
。

　

応
急
仮
設
住
宅
ゆ
え
に
間
取
り

が
窮
屈
で
あ
る
。
木
造
仮
設
住
宅

で
あ
る
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
が
可
能

と
思
う
が
、
そ
の
対
応
は
検
討
し

て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

現
時
点
で
の
住

ま
い
の
再
建
支
援
の
申
請
状
況
は
、

自
宅
再
建
利
子
助
成
事
業
の
申
請

件
数
は
、
5
件
。
リ
バ
ー
ス
モ
ー

ゲ
ー
ジ
の
支
援
申
請
は
、
あ
っ
て

い
な
い
。

　

ま
た
、
民
間
賃
貸
住
居
支
援
事

業
に
は
一
律
20
万
円
の
補
助
が
あ

る
が
、
現
在
1
件
あ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
転
居
費
用
助
成
事
業
は

一
律
10
万
円
助
成
さ
れ
る
が
、
32

件
の
申
請
が
さ
れ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
、
1
年
間
延
長
後
も

自
力
再
建
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
と
見
込
ま
れ
る
の
は
26
世
帯

で
あ
る
が
、
仮
設
住
宅
を
改
修
し

て
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
検
討
し

て
い
る
。

建
設
下
水
道
課
長　

応
急
仮
設
住

宅
の
間
取
り
は
、
6
坪
タ
イ
プ
と

12
坪
タ
イ
プ
で
あ
る
。
今
後
、
世

帯
員
の
構
成
等
を
調
査
し
た
上
で
、

狭
い
部
分
が
あ
れ
ば
併
せ
て
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
す
る
方
法
も
あ

る
か
と
思
う
。
住
宅
再
建
が
で
き

な
い
被
災
者
の
世
帯
構
成
等
を
み

な
が
ら
検
討
す
る
。

西尾　正剛
議員

Ｑ：災害公営住宅（災害復興住宅）の整備計画はあるか。
Ａ：現在のところ予定はない。

Ｑ：応急仮設住宅入居者の自力再建の見通しと対応はどうか。
Ａ：見通しが立っていない世帯には、応急仮設住宅を改修し対応したい。

　

当
委
員
会
で
の
付
託
案
件
は
、

条
例
７
件
、
予
算
２
件
、
そ
の

他
２
件
。

　

当
委
員
会
は
、
３
月
12
日
大

会
議
室
で
、
関
係
課
長
よ
り
説

明
を
求
め
な
が
ら
審
査
を
行
っ

た
。
付
託
案
件
は
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
及
び
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。
主
な
質
疑
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

議
案
第
３
号　

氷
川
町
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

吉
川
議
員　

氷
川
町
の
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
は
。

総
務
課
長　

平
成
29
年
４
月
１

日
は
94
．9
％
、
平
成
28
年
は

95
．３
％
と
0
．4
％
下
が
っ
て

い
る
。

議
案
第
４
号　

氷
川
町
長
等
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

吉
川
議
員　

三
役
の
期
末
手
当

て
を
上
げ
る
理
由
は
何
か
。
報

酬
審
議
会
は
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

一
般
職
の
改
正
に

伴
い
0
．1
月
分
の
期
末
手
当

を
上
げ
る
。
ま
た
２
月
20
日
に

審
議
会
が
開
催
さ
れ
そ
の
答
申

に
基
づ
い
て
の
引
き
上
げ
で
あ

る
。

議
案
第
13
号　

氷
川
町
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

吉
川
議
員　

業
者
に
管
理
を
委

託
す
る
の
か
。

総
務
振
興
課
長　

地
元
の
新
村

地
区
で
管
理
組
合
を
作
り
管
理

し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

年
間
を
通
し
た
芝
の
管
理
を
委

託
す
る
。

河
口
議
員　

管
理
の
チ
ェ
ッ
ク

は
ど
う
す
る
の
か
。

総
務
振
興
課
長　

作
業
報
告
書

で
確
認
す
る
。

議
案
第
14
号　

氷
川
町
奨
学
金

貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

吉
川
議
員　

見
込
み
数
は
何
人

か
、
P
R
方
法
は
ど
う
す
る

の
か
。

学
校
教
育
課
長　

新
規
の
大
学

生
で
４
名
、
高
校
生
１
名
を
見

込
ん
で
い
る
。
P
R
に
つ
い

て
は
、
広
報
紙
と
氷
川
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
う
。

河
口
議
員　

滞
納
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

13
名
が
返
済

中
で
遅
れ
た
場
合
は
催
促
し
て

い
る
。

議
案
第
17
号　

氷
川
町
平
成
28

年
熊
本
地
震
復
興
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

吉
川
議
員　

基
本
の
目
標
額
と

運
用
計
画
は
。

企
画
財
政
課
長　

１
回
限
り
の

交
付
金
で
、
平
成
29
年
度
の
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
災
害
復
旧
分

に
充
当
し
た
残
金
を
積
み
立
て
、

国
の
補
助
や
県
の
交
付
金
の
メ

ニ
ュ
ー
に
な
い
分
に
利
用
す
る
。

議
案
第
24
号　

平
成
30
年
度
氷

川
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

歳 

入

吉
川
議
員　

町
税
の
収
納
見
込

み
は
何
％
か
。

税
務
課
長　

調
定
額
は
97
％
を

見
込
ん
で
い
る
。

吉
川
議
員　

地
方
交
付
税
の
５

千
万
円
の
減
額
は
算
定
替
え
に

よ
る
も
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

33
年
以
降
は

合
併
前
に
比
べ
て
２
億
７
千
万

円
減
と
な
る
。歳 

出

吉
川
議
員　

役
場
駐
車
場
整
備

の
委
託
料
及
び
工
事
費
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　

役
場
庁
舎
の

増
築
で
駐
車
場
が
狭
く
な
る
た

め
再
整
備
に
よ
り
駐
車
台
数
を

確
保
す
る
も
の
。
役
場
西
側
の

多
目
的
駐
車
場
は
災
害
時
の
避

難
や
周
辺
公
共
施
設
の
駐
車
場

不
足
を
改
善
す
る
た
め
の
工
事

で
あ
る
。

清
田
議
員　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
何
名
か
。

総
務
振
興
局
長　

移
住
、
定
住

促
進
及
び
特
産
品
開
発
、
販
路

拡
大
で
そ
れ
ぞ
れ
１
名
づ
つ
２

名
の
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
。

吉
川
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
事

業
支
援
業
務
委
託
料
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
専
用
サ
イ
ト
利
用
に
係

る
委
託
で
年
間
１
千
万
円
の
寄

付
を
目
標
と
し
、
返
礼
品
の
代

金
及
び
送
料
と
し
て
寄
付
額
の

４
割
程
度
含
め
た
費
用
で
あ
る
。

河
口
議
員　

新
図
書
シ
ス
テ
ム

と
は
何
か
。

生
涯
学
習
課
長　

平
成
27
年
度

の
開
館
に
合
わ
せ
て
新
し
い
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
分
で
５
年

の
リ
ー
ス
料
で
あ
る
。

吉
川
議
員　

防
災
行
政
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
更
新
整
備
の
内
容
は

何
か
。

総
務
課
長　

主
に
屋
外
施
設
で

50
台
程
度
予
定
し
て
い
る
。

吉
川
議
員　

就
学
援
助
費
の
内

容
は
。

学
校
教
育
課
長　

町
内
の
中
学

生
、
合
計
29
名
で
支
払
い
が
早

く
で
き
る
よ
う
要
項
の
見
直
し

を
検
討
中
で
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告

清
田　

一
敏 

委
員
長

委員会報告 一般質問一般質問

新村中塘公園
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当
委
員
会
へ
の
付
託
案
件
は
、
条
例
12

件
、
予
算
10
件
、
そ
の
他
3
件
。

　

当
委
員
会
は
、
3
月
9
日
、
大
会
議
室
で
、

関
係
課
長
よ
り
説
明
を
求
め
な
が
ら
議
案

審
査
を
行
っ
た
。

　

議
案
第
6
号
、「
氷
川
町
児
童
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
」
か
ら
、
議
案
第
34
号
「
氷
川
町

企
業
立
地
促
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

ま
で
の
付
託
案
件
を
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

　

主
な
質
疑
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

議
案
第
9
号
「
氷
川
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

三
浦
議
員　

基
準
額
は
、
い
く
ら
上
が
る

の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

基
準
額
で
月
額
、
現
行

5,
5
0
0
円
が
7,
0
0
0
円
と
な
り

1,
5
0
0
円
上
が
る
。

議
案
第
12
号
「
氷
川
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

　
西
尾
議
員　

葬
祭
費
の
支
給
額
3
万
円
か

ら
2
万
円
へ
の
改
正
の
理
由
は
。

健
康
福
祉
課
長　

熊
本
県
運
営
方
針
に
よ

り
県
内
統
一
の
支
給
額
2
万
円
と
し
た
。

議
案
第
33
号
「
氷
川
町
国
民
健
康
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

三
浦
議
員　

保
険
税
は
一
人
当
た
り
い
く

ら
上
が
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

一
人
当
た
り
9
6,
2

3
5
円
の
見
込
み
。

　

平
成
28
年
度
保
険
料
で
熊
本
地
震
減
免

分
を
含
め
た
9
2,
0
6
5
円
と
比
較
す

る
と
、
4
，1
7
0
円
上
が
る
見
込
み
。

議
案
第
34
号
「
氷
川
町
企
業
立
地
促
進
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」

西
尾
議
員　

第
11
条
に
事
業
の
休
止
又
は

廃
止
し
た
時
は
補
助
金
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
返
還
と
な
っ
て
い
る
が
、
会
社
が
倒

産
し
た
時
に
は
補
助
金
返
還
が
で
き
な
い

が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

条
例
適
用
の
指
定
の
際

に
、
事
前
に
調
査
を
十
分
に
行
い
、
慎
重

に
取
り
扱
い
た
い
。

西
尾
議
員　

規
則
で
、
基
準
等
を
し
っ
か

り
規
定
し
、
11
条
の
適
用
が
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。
県
と
の
協
定
締
結
を
条

件
に
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

西
尾
議
員　

限
度
額
の
5
千
万
円
は
先
進

事
例
を
参
考
に
し
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

県
内
同
じ
よ
う
な
制
度

が
あ
る
自
治
体
を
参
考
に
し
た
。

議
案
第
24
号
「
氷
川
町
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
」

米
村
議
員　

民
生
費
・
委
託
料
の
地
域
支

え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
は
何
か
。

健
康
福
祉
課
長　

被
災
者
の
再
建
支
援
に

関
す
る
関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
で
、
支

援
策
等
の
情
報
提
供
や
相
談
を
行
っ
て
い

る
。

米
村
議
員　

民
生
費
・
負
担
金
補
助
及
び

交
付
金
の
熊
本
地
震
復
興
補
助
金
で
あ
る

転
居
費
用
助
成
事
業
、
民
間
賃
貸
住
宅
入

居
支
援
の
違
い
は
何
か
。

健
康
福
祉
課
長　

転
居
助
成
事
業
は
引
越

費
用
に
一
律
10
万
円
、
民
間
賃
貸
住
宅
住

居
支
援
は
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
際

の
費
用
に
20
万
円
支
給
す
る
。

西
尾
議
員　

民
生
費
・
病
児
・
病
後
児
保

育
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
と
は
。

町
民
環
境
課
長　

八
代
北
部
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
に
、
平
成
31
年
4
月
開
所
を
目
標

と
す
る
建
設
補
助
金
で
あ
る
。

三
浦
議
員　

衛
生
費
・
合
併
浄
化
槽
設
置

整
備
補
助
金
は
何
件
の
補
助
金
申
請
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

町
民
環
境
課
長　

5
人
槽
・
33
万
2
千
円

の
補
助
が
3
基
分
7
人
槽
・
41
万
4
千
円

の
補
助
が
5
基
分
。

西
尾
議
員　

衛
生
費
・
住
宅
用
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
導
入
促
進
事
業
補
助
金
と
は
。

町
民
環
境
課
長　

平
成
24
年
か
ら
導
入
に

際
し
、
太
陽
光
発
電
が
2
万
5
千
円
×
4

キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
10
万
円
、
太
陽
熱
・
自
然

循
環
型
が
2
万
5
千
円
、
太
陽
熱
・
強
制

循
環
型
が
5
万
円
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
10

万
円
の
補
助
を
支
給
し
て
い
る
。
実
績
は

4
件
で
あ
る
。

西
尾
議
員　

申
請
者
が
少
な
い
の
は
Ｐ
Ｒ

不
足
で
は
な
い
か
。

町
民
環
境
課
長　

本
年
度
ま
で
、
町
内
業

者
を
利
用
し
た
設
置
と
し
て
い
た
。
4
月

か
ら
町
外
業
者
の
利
用
も
可
能
に
な
る
た

め
相
当
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る
。

三
浦
議
員　

仮
設
住
宅
は
、
町
単
独
住
宅

と
さ
れ
る
が
、
家
賃
は
決
定
し
て
い
る
の

か
。

建
設
下
水
道
課
長　

仮
設
住
宅
は
、
鹿
島

仮
設
住
宅
14
戸
、
野
津
仮
設
住
宅
14
戸
、

島
地
仮
設
住
宅
11
戸
の
合
計
39
戸
で
6
坪

タ
イ
プ
、
9
坪
タ
イ
プ
、
12
坪
タ
イ
プ
が

あ
る
。
家
賃
は
、
他
自
治
体
で
も
仮
設
住

宅
を
単
独
住
宅
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

の
で
、
事
例
等
を
調
査
し
タ
イ
プ
別
に
家

賃
設
定
す
る
。

米
村
議
員　

農
林
水
産
業
費
・
農
業
委
員

会
費
・
委
託
料
の
国
有
農
地
草
刈
等
管
理

委
託
料
は
ど
こ
の
こ
と
か
。

農
業
委
員
会
局
長　

鹿
島
区
の
「
か
ぜ
の

杜
」
よ
り
西
側
に
あ
る
た
め
池
。

米
村
議
員　

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

払
い
下
げ
は
で
き
な
い
の
か
。

農
業
委
員
会
局
長　

南
鹿
野
地
区
の
農
業

用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
た
が
現
在
は
利

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
以
前
、
近
隣
家
屋
を

含
め
払
い
下
げ
の
話
が
あ
っ
て
い
た
が
現

在
は
頓
挫
し
て
い
る
。

米
村
議
員　

県
支
出
金
・
農
林
水
産
業
費

県
補
助
金
・
農
地
利
用
最
適
化
交
付
金
は

委
員
報
酬
に
上
乗
せ
か
。

農
業
委
員
会
局
長　

活
動
実
績
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
活
動
が
あ
れ
ば
月
額

6,
0
0
0
円
は
見
込
め
る
の
で
、
最
低

で
も
現
在
の
報
酬
に
年
額
7
2,
0
0
0

円
が
上
乗
せ
さ
れ
る
、
成
果
実
績
に
つ
い

て
は
農
地
集
積
と
耕
作
放
棄
地
解
消
割
合

に
な
る
が
、
あ
ま
り
見
込
め
な
い
。

松
田
議
員　

農
業
振
興
費
・
負
担
金
補
助

及
び
交
付
金
・
い
草
、
畳
表
生
産
体
制
強

化
対
策
事
業
負
担
金
の
内
容
と
い
草
ハ
ー

ベ
ス
タ
の
負
担
割
合
は
。

農
業
振
興
課
長　

平
成
30
年
度
導
入
す
る

い
草
ハ
ー
ベ
ス
タ
4
台
分
の
町
負
担
分
で
、

平
成
29
年
度
は
、
い
草
ハ
ー
ベ
ス
タ
1
台

税
別
6
9
0
万
円
で
国
が
2
5
0
万
円
、

県
が
1,
4
6
6
千
円
、
町
が
1,
4
6
6

千
円
で
残
額
が
生
産
者
。

米
村
議
員　

林
業
振
興
費
・
負
担
金
補
助

及
び
交
付
金
の
有
害
鳥
獣
駆
除
助
成
金
の

内
容
は
。

農
業
振
興
課
長　

鹿
・
猪
・
鳥
類
の
駆
除

の
助
成
。
鹿
1
頭
当
た
り
、
1
2,
0
0
0

円
財
源
は
、
国
7
千
円
・
県
1
千
円
・
町

4
千
円
猪
1
頭
当
た
り
、
7
千
円
財
源
は
、

国
7
千
円
、
鳥
類
1
羽
当
た
り
、
5
0
0

円
財
源
は
、
国
2
0
0
円
・
町
3
0
0
円

で
あ
る
が
、
国
の
金
額
は
1
頭
、
1
羽
当

た
り
の
上
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
満

額
補
助
と
は
限
ら
な
い
。

米
村
議
員　

水
産
業
振
興
費
・
負
担
金
補

助
及
び
交
付
金
・
水
産
環
境
整
備
と
事
業

負
担
金
の
内
容
は
。

農
業
振
興
課
長　

県
営
事
業
で
ア
サ
リ
の

生
息
に
適
す
る
よ
う
干
潟
に
砂
を
入
れ
て

整
備
す
る
計
画
。
事
業
費
は
3
千
万
円
で

町
負
担
が
3
0
0
万
円
。

議
案
第
30
号
「
八
代
生
活
環
境
事
務
組
合

規
約
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て
」

米
村
議
員　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
管
理
運
営
に
お
い
て
、
八
代
市
と
の
協

議
に
よ
り
、
相
応
の
負
担
割
合
の
譲
歩
を

引
き
出
し
た
こ
と
は
よ
く
頑
張
っ
た
。
同

文
議
決
に
は
、
当
然
賛
同
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

片
山　

裕
治 

委
員
長

委員会報告
　

広
報
委
員
会
視
察
研
修
を

２
月
７
〜
８
日
の
日
程
で

〔
委
員
４
名
、
上
田
議
長
、

事
務
局
長
計
６
名
〕
長
崎
県

西
彼
杵
郡
長
与
町
議
会
と
佐

賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
議
会

を
視
察
し
た
。

　

１
日
目
の
長
与
町
議
会
広

報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
住

民
に
分
か
り
や
す
く
、
読
み

や
す
い
議
会
広
報
づ
く
り
の

た
め
に
、
議
会
初
日
に
全
員

協
議
会
を
開
き
、
ス
ム
ー
ズ

な
発
行
に
つ
な
げ
て
い
く
旨

の
説
明
が
あ
っ
た
。
編
集
は

委
員
８
名
で
行
わ
れ
、
年
４

回
議
会
終
了
後
一
ヶ
月
前
後

で
発
行
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
の
発
行

の
み
な
ら
ず
、「
町
議
会
に

対
す
る
町
民
の
意
識
調
査
」

を
実
施
す
る
な
ど
活
発
な
活

動
の
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

２
日
目
（
有
田
町
）
は
松

尾
委
員
長
挨
拶
の
後
、
馬
場

議
会
事
務
局
長
よ
り
概
要
の

説
明
を
受
け
た
。
６
名
の
委

員
で
年
間
４
回
発
行
し
、
編

集
方
針
と
し
て
見
や
す
い
レ

イ
ア
ウ
ト
、
わ
か
り
や
す
い

文
章
、
で
き
る
だ
け
写
真
を

使
用
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
般
質
問
の
原
稿
は
全
て

各
議
員
で
デ
ー
タ
作
成
す
る
。

そ
の
デ
ー
タ
を
事
務
局
へ

メ
ー
ル
、
広
報
委
員
会
で
校

正
等
、
編
集
作
業
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

２
町
の
広
報
委
員
会
に
共

通
し
て
い
る
の
は
町
民
の
皆

さ
ん
に
読
み
や
す
い
、
わ
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努

力
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
私
達
も
参
考
に
な
る
点

が
多
い
有
意
義
な
研
修
で

あ
っ
た
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

視
察
研
修
報
告

清
田　

一
敏 

委
員

              

  

鏡
消
防
署
氷
川
分
署 

４
月
１
日
運
用
開
始 

 
          

「
市
街
地
２
」
の
建
物
火
災
に
お

け
る
六
分
三
十
以
内
の
現
場
到
着

時
間
を
満
た
し
て
い
な
い
地
域
の

解
消
と
と
も
に
、
管
内
北
部
の
大

規
模
火
災
時
の
対
応
拠
点
施
設
と

し
て
の
機
能
の
強
化
を
図
り
、
消

防
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
と
、

圏
域
住
民
の
一
層
の
安
心
・
安
全

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
建
設
。

敷
地
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
一

次
集
結
場
所
、
津
波
・
大
規
模
風

水
害
車
車
載
の
水
陸
両
用
車
（
バ

ギ
ー
）
の
訓
練
施
設
と
し
て
の
機

能
を
有
し
、
更
に
消
防
団
の
実
践

的
な
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
等
が
可
能

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
。 
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　「準市街地」の建物火災における6分30秒以内の現場
到着時間を満たしていない地域の解消とともに、管内北
部の大規模火災時の対応拠点施設としての機能の強化を
図り、消防ニーズへの的確な対応と、圏域住民の一層の
安心・安全確保することを目的とし建設。敷地は、緊急
消防援助隊の一次集結場所、津波・大規模風水害車車載
の水陸両用車（バギー）の訓練施設としての機能を有し、
更に消防団の実践的なポンプ操法訓練等が可能なスペー
スを確保している。

鏡消防署氷川分署
４月１日運用開始

敷地面積 6,080㎡
地上1階
延べ床面積 479.22㎡
配備車両
ポンプ車（CAFS搭載）
高規格救急車
広報車

クリーンセンター

　第2回九州・沖縄防衛議員連盟連絡協議会総会が鹿児
島県京セラホテルにて平成30年1月30日（火）開催され、
氷川町防衛議員連盟より、片山会長・西尾副会長が出席
した。第1号議案平成28年度事業報告及び収支決算につ
いて、第2号議案平成29年度事業報告及び収支決算につ
いて及び大会決議が決まった。

防衛講話
演題「最近の東アジア情勢と日本の防衛」
番匠幸一郎氏（元西部方面総監）
現内閣官房国家安全保障局顧問、丸紅株式会社顧問）

第2回　九州・沖縄防衛議員
連盟連絡協議会総会第 2回 九州・沖縄防衛議員連盟連絡協議会総会 

第二回九州・ 沖縄防衛議員連盟連絡協議会総会が 

鹿児島県京セラホテルにて平成３０年１月３０日（火） 

開催され、氷川町防衛議員連盟より、片山会長・西尾副会長が 

出席しました。第１号議案平成２８年度事業報告及び収支決算 

について、第２号議案平成２９年度事業報告及び収支決算につ 

いてと大会決議が決まりました。 

防衛講話 

演題「最近の東アジア情勢と日本の防衛」 

番匠幸一郎氏（元西部方面総監） 

現内閣官房国家安全保障局顧問、丸紅株式会社顧問） 

　米村議員が、町村議会議員として15年以上の在
職により、全国町村議会議長会長表彰と熊本県町村
議会議長表彰を受けられ３月議会において上田議長
より伝達表彰された。

米村議員、全国町村議会議長
会長より永年功績表彰を受賞



　今回、議会
の一般質問
が 30 分間と
なりましたが、
その中身は充
実した内容に

なっています。議員が要点を絞って考え
ているからだと感じました。
　国の農業政策が大きく変わり、米作り
が自分の責任でできるようになりまし
た。本町はもち米の産地です。東部カン
トリーの利用を確かなものにして水田を
守っていってほしいと願っています。
　農業、商業の後継者が育つ町を目指し
たいと思います。（木下厚）

発行責任者　上田　健一
委員長　　　西尾　正剛
副委員長　　木下　　厚
委員　　　　片山　裕治
 〃 　　　　清田　一敏
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氷川町文化協会
　　　　　加盟団体紹介

　八代広域行政事務組合が、氷川
町野津に鏡消防署氷川分署を建設
した。
　また、南側には、氷川町が防災
備蓄倉庫も同時に建設。段ボール
箱約2,500個が収納できる備蓄倉
庫と防災用資材がストックできる
資材倉庫で災害時に備える。

表紙の
ひとこと編集後記

　コール氷川にグループ
名 を 改 め12年。 竜 北 エ
コーズ女声合唱団で発足
し、40年。現在は女性17
名男性８名。中には町外か
らも４名。年齢層は幅広く、
10代から70代までいます。
　１年間の主な活動は、老人保健施設「八祥苑」と障害者
支援施設「のぞみ」へのボランティア訪問。氷川町文化祭
参加。昨年から始まった地震復興支援チャリティ協力参加。
　脳と身体の活性化を目標に、第２と第４土曜の午後７時
から１時間と15分程、鹿島の木村宅で月２回練習をしてい
ます。軽めの柔軟体操と発声練習。誰でも知っている「ふ
るさと」や「火の国旅情」を歌い次回ステージの演奏曲を
繰り返し繰り返し練習しています。和やかな雰囲気で楽し

みながら
歌えば目
標達成？
です。歌
の好きな
人、一緒
に歌いま
しょう。

次号は平成30年８月発行予定

コール氷川

スポット

議会広報調査
特別委員会

　町は、国の平成29年度補正予算による地方創
生拠点整備交付金事業を活用して、農産物を核
とした農業振興と魅力ある雇用創出を目的とし
て氷川町物産加工センター「創生館」を建設、
3月26日落成した。

施設の内容
延べ面積　133,02㎡

クリーンルーム（加工、製造）、加熱加工室、搬入、
下処理室、商品梱包室等があります。

工事費 48,049千円
実施設計、管理業務委託料 6,356千円
備品購入 14,591千円
総合計 68,996千円
（内　一般：8,532千円、県：30,264千円、起債30,200千円）

氷川町特産品加工センター
「創生館」が落成

　3月26日　小野副知事、県議会議員を
お招きし、落成式が執り行われた。

 

氷川町ホームページから
議会中継がご覧になれます。
氷川町ホームページ
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